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歯
科
補
綴
学
の
発
展
は
、
補
綴
材
料
・
器
具
の
発
展
・
改
良
に

よ
り
進
展
し
、
理
論
が
こ
れ
に
追
従
し
た
感
が
あ
る
。
従
っ
て
臨

床
に
た
ず
さ
わ
る
多
く
の
人
々
に
よ
り
、
器
材
の
発
展
が
支
え
ら

れ
て
来
た
こ
と
は
衆
知
の
事
で
あ
る
。
こ
れ
は
歯
科
医
師
の
み
な

ら
ず
、
前
に
も
の
べ
た
様
に
歯
科
技
工
士
、
歯
科
技
工
所
開
設
者

ら
に
よ
っ
て
も
多
く
の
器
材
の
開
発
が
行
わ
れ
、
歯
科
補
綴
学
の

発
展
が
促
進
さ
れ
た
事
実
も
多
い
。
今
回
は
い
の
め
呂
亘
①
の
同
様

歯
科
技
工
の
立
場
か
ら
歯
科
補
綴
学
の
発
展
に
貢
献
し
た
苛
島

口
吊
の
号
と
そ
の
業
績
に
つ
い
て
の
べ
て
み
た
い
。

］
・
冒
舟
ｇ
が
歯
科
の
業
界
に
入
っ
た
の
は
、
一
九
○
五
年
二
月

で
口
曾
『
ｇ
庁
の
由
凰
開
の
ロ
①
昌
巴
○
○
目
冒
昌
の
見
習
い
と
し
て

仕
事
を
始
め
た
時
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
会
社
で
才
覚
を
現
わ

し
、
一
九
一
三
年
に
は
下
顎
の
咬
合
堤
の
咬
合
面
を
形
成
す
る
際

49

嚴
鼻
ロ
胃
①
の
号
の
補
綴
学
へ
の
貢
献
に

つ
い
て

平
田
幹
男

に
用
い
る
「
国
尉
Ｏ
Ｒ
旨
闇
一
⑦
昌
号
」
を
開
発
し
た
。

］
．
胃
隅
呂
は
一
九
一
五
年
に
は
○
三
○
州
の
弓
巳
①
号
に
自
分

自
身
の
歯
科
技
工
所
を
開
設
し
、
同
年
同
一
基
準
の
薄
い
プ
レ
ー

ト
を
も
つ
上
顎
ゴ
ム
床
義
歯
を
作
る
英
国
方
式
を
改
良
し
て
い

る
。

こ
れ
は
通
常
の
ワ
ッ
ク
ス
義
歯
の
時
に
圧
印
し
た
錫
の
シ
ー
ト

を
用
い
る
も
の
で
、
口
蓋
部
を
全
部
カ
バ
ー
す
る
。
↑
↑
呼
房
巨
凋

国
胃
①
》
》
は
口
蓋
雛
壁
も
再
現
し
、
研
磨
さ
れ
た
状
態
で
フ
ラ
ス
コ

か
ら
取
り
出
さ
れ
る
。
ま
た
こ
れ
は
前
歯
と
前
歯
部
顎
堤
を
発
音

上
、
適
切
な
位
置
に
設
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
「
思
○
扁
胃

国
具
①
」
と
呼
ば
れ
た
。
後
年
こ
の
胃
＄
ｇ
》
の
霞
○
月
胃
国
胃
①

ロ
の
昌
昌
①
の
製
作
法
を
記
述
し
た
論
文
は
《
己
曾
邑
ロ
侭
①
輿
》
ゞ
誌

が
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
っ
て
募
集
し
た
補
綴
器
機
の
公
募
に
応
募

し
、
準
優
勝
を
か
ち
取
っ
て
い
る
。
ま
た
同
文
献
は
そ
の
後
数
年

間
に
わ
た
り
、
歯
科
大
学
の
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
の
内
容
に
用
い
ら

れ
た
。最

も
著
名
な
も
の
と
し
て
は
、
一
九
二
○
年
に
発
表
し
た

厚
＄
８
の
煕
吋
①
の
、
‐
即
①
鼻
①
吋
営
３
３
日
①
具
で
あ
る
。
こ
の
種

の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の
中
で
、
最
初
に
考
案
さ
れ
た
装
置
で
後
年
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一
九
三
二
年
に
、
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
社
の
た
め
に

錫
箔
圧
印
法
と
レ
ジ
ン
形
成
法
を
発
展
さ
せ
て
い
る
。
更
に
三
年

後
の
一
九
三
五
年
に
は
、
９
吊
○
巨
胃
＆
○
閏
国
８
画
侭
社
の
た

め
に
弓
尉
○
口
ご
日
９
８
ョ
旨
日
昌
昌
の
精
密
鋳
造
法
を
開
発
し

た
。
そ
し
て
初
期
の
園
８
．
旨
目
鋳
造
器
を
開
発
し
て
い
る
。
彼

晨
陣
吊
朋
‐
国
用
鼻
臼
ど
の
用
語
と
し
て
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
様

に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
装
置
は
、
強
固
な
ク
ラ
ス
プ
に

ロ
ー
着
し
て
鈎
歯
に
対
す
る
負
担
加
重
が
少
な
く
な
る
様
に
し
た

も
の
で
、
ｚ
ｏ
」
と
ｚ
ｏ
も
の
二
つ
の
タ
イ
プ
が
発
表
さ
れ
て
い

る
。

ま
た
四
年
後
の
一
九
二
四
年
に
、
最
初
の
低
温
モ
デ
リ
ン
グ
コ

ム
パ
ウ
ン
ド
を
発
展
さ
せ
た
。
モ
デ
リ
ン
グ
印
象
が
主
流
で
あ
っ

た
当
時
に
、
印
象
採
得
中
の
患
者
の
口
腔
粘
膜
組
織
が
加
熱
に
よ

る
障
害
の
危
険
を
さ
け
る
こ
と
が
出
来
る
様
に
考
案
し
た
も
の

で
、
患
者
の
不
快
感
も
合
わ
せ
て
と
り
除
く
も
の
で
あ
っ
た
。

一
九
二
八
年
に
は
胃
閉
８
の
歯
科
材
料
製
造
所
か
ら
自
動
温

度
調
節
機
能
を
も
つ
電
気
加
熱
炉
が
発
表
さ
れ
た
。
ま
た
熱
膨
脹

係
数
が
高
く
、
最
良
の
鋳
造
結
果
を
も
た
ら
す
埋
没
剤
を
数
年
間

に
渡
っ
て
探
究
し
、
改
良
し
た
。

の
方
法
は
、
還
元
性
の
埋
没
剤
を
最
初
に
使
用
し
、
石
膏
を
加
え

た
埋
没
剤
で
ク
ロ
ー
ム
合
金
の
鋳
造
を
可
能
に
し
、
更
に
溶
接
寸

法
の
精
確
さ
を
増
進
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
五
○
年
に
仕
事

を
引
退
す
る
ま
で
苛
烏
胃
隅
ｇ
は
、
技
工
所
の
仲
間
と
共
に
歯

科
補
綴
に
関
す
る
新
製
品
の
開
発
に
関
す
る
研
究
を
続
け
た
。

歯
科
用
材
料
の
製
作
に
於
い
て
特
に
注
目
す
べ
き
も
の
の
一
つ

に
ポ
リ
ス
テ
レ
ン
・
レ
ジ
ン
の
実
用
化
の
た
め
の
研
究
開
発
を

行
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
東
京
都
）


